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【目的】 
2014 年、中国の視覚障害のある学生は初めて合理的配慮

を利用し、点字テスト用紙で全国普通高等教育の統一試験

(以下：高考)を参加できるようになった。2014 年から 2018
年の間中国全国は合計 23 名の視覚障害のある学生は高考

が参加した。(Cai，2018)「高考」に参加できるようになる

ことは、学校数と専攻数だけ増やしただけではなく、高等

教育を受ける範囲はキャリア教育をメインにする特殊教育

学院から他の一般大学に広かったという意味もある。 
視覚障害のある学生、特に点字使用学生は特殊教育学院

（以下：SECM）の代わりに一般大学への進学する機会を

もらえたとともに、一般大学方面には、これから視覚障害

のある学生の受け入り態勢を作り、彼らの卒業までの支援

活動の計画と準備をしなければならない。今後に中国のイ

ンクルーシブ高等教育への質がある支援活動へ客観的根拠

を提供するため、中国の全国の各大学の障害のある学生の

支援体制と支援実施状況を把握するための資料を得ること

は本研究の目的である。 
【方法】 
質問紙は先行研究(王・竹田，2020)を参考にして作成し

た。視覚障害のある学生に接触経験が豊富な教師 2 名に予

備調査を行った。中国の現況と合わない質問項目を修正し

た。本調査は、中国の視覚障害のある学生の支援団体 A に

通じて、400 大学にデジタル版調査を行いました。108 校

（27％）の回答を回収した。回答者は学校の管理職及び視

覚障害のある学生の担当教職員であった。SECM の設立群

と非設立群で X２統計分析を行った。（倫理審査番号：筑

2019-160A） 
【結果】 
大学の性質：国立 11 校(10%)、省立 83 校(77%)、市立

13 校(12%)、民間 1 校(1%)であった。対象学校の特殊教育

学院(SECM)の設置：あり 82 校(76%)、なし 26 校(24%)で
あった。在校学生人数:5000 人未満 46 校(43%)、5000 から

10000 人 11 校(9%)、10000 人以上 52 校(48%)であった。

視覚障害のある学生の使用文字：点字 22 校(20%)、墨字

17 校(16%)、両方併用 59 校(45%)、不明 10 校(9%)であっ

た。視覚障害のある学生の在籍状況：在籍あり81校(75%)、
在籍なし 27 校(２５%)であった。 
視覚障害のある学生の支援状況について、視力ニーズに

合わせる座席の配慮の支援(81%)は授業中支援の通常提供

1 位であった。点字試験用紙の提供(80%)は試験支援の 1
位であった。また、宿舎内の支援(75%)は授業外支援の通

常提供 1 位であった。キャンパス内の点字ブロックの誘導

(89%)は補助具及びバリアフリー施設支援の 1位であった。

各大学における支援課題は、情報バリアフリー(55 校)、学

生の障害状況の把握(34 校)、校内支援システムの構築(32
校)、支援内容方面(28 校)は上位 3 つであった。 
視覚障害学生の支援項目への提供可能性について

SECM 設立群の SECM の非設立群に対する統計結果は、

以下の項目に有意差があった。 
授業中について、「講義に関する配慮（録音許可、板書撮

影許可等）」 (χ2(1)=5.225、p<.05、「板書の内容の説明」

(χ2(1)=4.785、p<.05)、「専用机・学習スペースの配慮」(χ
2(1)=5.444、p<.05)、「教材の点訳」(χ2 (1) =5.564, p＜.05)
の３つの項目には、SECM 設立群は SECM 非設立群より

多かった。 
試験について「点字試験用紙」(χ2 (1) =6.909, p＜.001)、

「拡大版試験用紙」(χ2 (1) =6.265, p＜.05)の 2 つの項目に

は、SECM 設立群は SECM 非設立群より多かった。 
授業外について、「宿舎内の生活の支援」(χ2 (1) =8.173, 

p＜.01)、「就職支援」(χ2 (1) =7.269, p＜.01)、「情報取得

支援（行事案内、休講情報等）」(χ2 (1) =6.496, p＜.05)、
「図書館の利用支援」(χ2 (1) =9.342, p＜.01)及び他の 4
つ項目には、SECM 設立群は SECM 非設立群より多かっ

た。 
補助具支援について、「キャンパス内の点字ブロックの誘

導」(χ2 (1) =13.399, p＜.001)、「スクリーンリーダー」(χ
2 (1) =8.520, p＜.01)、「点字プリンター」(χ2 (1) =8.962, p
＜.01) の 3 つの項目には、SECM 設立群は SECM 非設立

群より多かった。 
【考察】 
本調査の結果により、中国の視覚障害のある学生と関連

がある大学は、次の 2 つの特徴が見られた。まず、視覚障

害のある学生を支援した経験を持つこの調査のほぼすべて

の学校は公立学校であった。次は、管理スタッフとボラン

ティアの面で SECM の設立と非設立の間に大きな違いは

なかった。全体的に見ると、多くの大学は視覚障害のある

学生に対する積極的な支援態勢とが持っていることと

SECM を設置する大学はよりも多くの支援項目を提供し

ていることが示された。 
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